








































はじめに

  日本産科婦人科学会では、 1978 年、 1983 年、 1988 年の 3 回にわたって、青少年の

性意識や性行動の実態をより正確に把握しようと、 19 歳以下で妊娠した女子を対象とし

た、社会医学的な調査を実施してきた。これらの結果を通して、性交経験の若年化か進行

している事実をつかんできたか、第 3回目の調査から、すでに 7年が経過していることも

あり、最新のデータを収集するために、本研究班独自で、同様の調査を行うことになった。

 今回は、全国的な規模ではなく、研究班への協力を要請した全国 8地域(北海道、青森、

宮城、群馬、東京、島根、福岡、鹿児島)、10を越える施設での調査となっている。


